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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜患者様連絡事項＞

・村井　八郎様～カリウム低値見られている為、臨時アスパラＫ(300)　2Ｔ　2×昼・夕　7日分　臨時継続処方となっています。

・鈴木　サダ様～鼻汁があると言うことで、小青竜湯3P　3×vds/2T　処方となっていましたが、症状改善した為、本日飲み切り止めとなっています。症状の観察を行っていきましょう。

・島脇　てる様～クラビット（300）1T　１×夕後　3日分臨時処方となっていましたが、本日、飲み切り止めとなっています。

・木ノ下　ツヨ様～1/4(水)14時～16時　MRI検査

　　　　　　　　　1/18(水)9時～12時　検査結果

　　　　　　　　　2/24(金)9時～12時　眼科受診

　　　　　　　　　上記、外出希望あり、主治医より許可おりています。

　　　　　　　　　帰院後の状況の確認を行っていきましょう。

・澤田　ムメ様～12/27(火)10時半退院予定でしたが、10時に変更となっています。
　　　　　　　　情報提供書は主治医より記入済みですが、足りない項目の検査あり、明日検査予定となっています。結果が出次第、追加記載するようにして下さい。情報提供書は退院当日、御家族へ渡して下さい。

・若松　高様～両肩、両腕、首周辺の湿疹がひどくなってきていますので、入浴後に軟膏処置をおこなっていくようにしましょう。

・五十嵐　タイ様～本日プログラムにてカレンダー作りをしていますが、45分間活動出来ていました。又、他者との交流も少しずつ持ててきている様子見られています。

　　　　　　　　　徐々に活動的な部分が出てきていますので、本人の状態を見ながらすすめていきましょう。

＜症例検討会＞

・玉井　クニ子様～本日、玉井クニ子様の症例検討会を行っています。（別紙参照）

　　　　　　　　　

＜症例検討会＞

症例検討会　実施報告　玉井　クニ子　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　　工藤　静子　
　　　　　　　　　　　　　　実施日　H　23　年　　12月　23　日　　

	対象患者情報
	　玉井　クニ子　　　　様　　　68歳
病名：統合失調感情障害、ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症、右大腿頸部骨折
入院形態：医療保護

	患者の希望
	

	患者の現在の経過について
(各職種)
	看護：平成10年7月2日母親への暴力行為顕著となり入院。入院中右上腕骨折、右大腿骨折にて八戸赤十字病院にて手術施行。H18.3.10異物摂取によるイレウス治療目的にて八戸日赤病院にて治療。この間徐々に歩行困難となり車椅子の生活となっている。H22年4.22当院5回の入院。認知症により種々の能力を喪失、疾病の理解ができない・治療の必要性・判断が出来ない状態にあり問題行動（易怒性・暴力行為・記銘力障害等）は続いている。

現在はADL低下あり食事も全介助となっている。各ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは促しにて参加簡単な体操（軽く手を動かしたり足を動かす）はできている。気分のいい時には子供の名前、お姉様の名前は話すことできる。又粗暴行為時々あり他者より怒鳴られることあるが大きなトラブルはない。
PSW：施設についてはパンフレットにて紹介する。
OT：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ時はOTｽﾀｯﾌの側で声掛けを多くし活動量を高めることとする。
心理：
栄養：低アルブミン血症のためおやつとして高蛋白ｾﾞﾘーを補食することとする。家族へ連絡し了解を得る。
食事は現在荒キザミとなっているが時々むせ込み見られている。今後は副食を極キザミとする。
＊参加部署、必要毎に記載

	主治医の治療方針

	・施設入所
・精神薬による肝機能障害となり現在の服薬
セロクエル（25）1T

リントン（1.5）1T　

ヒベルナ（25）1T

センナリド1T　　　　1*Vｄｓ

	検討された
支援方針
	・施設入所→　近日中に介護保険施設へ数ヶ所申し込むよう説明する。
・年齢68歳となり介護保険対象となった為H.23.10　介護認定を受け要介護5となっている。
・精神症状安定していることから、介護施設入所に向け御家族の協力を得る。

	今後の
看護計画
	· 車椅子にて生活しているが全身の拘縮強く車椅子よりずり落ちる可能性ありベルト使用することとする。現在発注中（朱夏）
· 車椅子よりずり落ちないよう▲クッション使用
· 車椅子のフットレスト調整






































